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Ⅰ　問題と目的
通常の学校における特別支援教育の推進は喫緊の
課題となっている。共生社会の形成に向けたインク
ルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の
推進（報告2012）５）によれば、「特別な指導を受けて
いる児童生徒の割合を比べてみると、英国が約20％
（障害以外の学習困難を含む）、米国は約10％となっ
ており、これに対して日本は、特別支援学校、特別
支援学級、通級による指導を受けている児童生徒を
合わせても約３％に過ぎない。これは、特別な教育
支援を必要とする児童生徒の多くは通常の学級で学
んでおり、これらの児童生徒への対応が早急に求め
られ」ており、特別支援学級や通級指導教室の設
置、校内・外支援体制の整備等が進められている。
また、文部科学省（2012）による「通常の学級に
在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援
を必要とする児童生徒に関する調査結果」６）でも、
「学習面又は行動面で著しい困難を示すとされた児
童生徒を取り出して支援するだけでなく、それらの4 4 4 4
児童生徒も含めた学級全体に対する指導4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 をどのよう
に行うのかを考えていく必要がある」（傍点太字筆
者）と指摘されるように、通常学級の学級経営や授
業づくりに焦点をあてた実践研究は斯界の大きな課
題となっている。
近年、より包括性の高い支援を通常学級の中で実
現することによって、より多くの児童が参加し・理
解できる方向性、すなわち、ユニバーサルデザイ
ンが追究されている１）２）３）７）８）９）。ユニバーサルデ
ザインに明確な定義はないが、特別な支援を要する
児童には「ないと困る支援」であり、どの児童にも
「あると便利で・役に立つ支援」を増やす方向性７）９）
である。それにより、どの児童も過ごしやすい学級
生活と分かりやすい授業の実現を目指すものであ
る。すでに、各地の教育委員会、教育センター８）、
学校研究においてもユニバーサルデザイン追究の試
みがなされ、教科別の検討３）もなされている。しか
し、成績のよい児童も含めたユニバーサルデザイン
の有用性に関して、数値的データに基づく実証的研
究はまだなされてない。
そこで、本研究では、ユニバーサルデザインによ
る授業改善の有用性をビデオによる授業分析により
明らかにすることを目的とするものである。
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唆された、１．指示・説明の工夫（支援の複線化）、２．学習活動のユニット化、３．学習時差への対応、４．
視覚化、５．動作化、６．称賛の工夫とその機会を増やすことの６点を指摘し、授業改善を行った。その結果、
児童の授業参加度が高まり、児童の自己評価にも顕著な向上が見られた。さらに、学級生活全般への満足度
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Ⅱ　研究（1）
１．目的
小学校１学年段階における児童の授業への意欲向
上要因および意欲低下要因を教師の教授行動との関
係から明らかにする。
２．方法
（1）対象
①対象学年：小学校１学年　児童数　33名
学校環境適応感尺度「アセス」（ASSESS：Adap-
tation Scale for School Environments on Six Spheres）
を実施した（平成25年10月24日実施。結果は図10に
記載）適応状態の指標である「生活満足感」、「学習
的適応」、「対人的適応（教師サポート、友人サポー
ト、向社会的スキル、非侵害的関係）」のいずれも
が標準的な学級である。
②対象児童
対象児童３名も「アセス」を実施しており、結果
は図７～９に記載してある。
Ａ児（広汎性発達障害）─知的障害を伴わないが、
学習場面での一斉指導の中では、参加は困難。教
師が側について課題を説明している。周りの児
童の一部はＡ児へのかかわり方が否定的である。
「アセス」の結果では要支援に該当する。
Ｂ児（医学上の診断はない・学習への困難さを抱え
ている）─理解できない課題場面になると離席が
増え、周りの友達へのいたずらをすることが多
い。注意されるとふさぎ込んでしまう。周りの友
達のＢ児へのかかわり方は否定的なことが多い。
「アセス」の結果では要支援に該当する。
Ｃ児（学習への取組の良い児童）─学習に対する自
信をもっている。課題も早くやり遂げる。そのた
め、早く終わった後は、友達へのいたずらがあ
り、教師から注意を受けることもある。「アセス」
の結果では「学習的適応」状態は極めて高い。
③対象授業
ア．対象授業─算数 単元「いくつといくつ」「のこ
りは いくつ ちがいは いくつ」「10より大きい数」
（平成25年５月２日～７月11日　５回記録　一単
位時間45分　総計225分）
イ．授業者─小学校教諭として勤務２年目
（2）観察・分析方法
①観察・記録方法
同一アングルよりビデオ録画した対象授業の225
分を分析対象とした。対象児童の意欲向上と低下
に関する学習活動カテゴリーと教授行動分析カテゴ
リーとを設け、該当する行動全ての有無を記録した。
②意欲向上と低下に関する学習活動カテゴリ （ー表１）
③教授行動分析カテゴリー
１．学習指示、２．教師の行動、３．視覚化、４．
叱責、５．プラス注意、６．称賛、７．話す、８．動
作化の８項目、合わせて20の小カテゴリーを設定し
た（図１、２）。
なお、教師が板書したものを示しながら（視覚化
しながら）、具体的指示（学習指示）を出している
場合は両者にチェックを入れる。
３．結果と考察
（1）意欲低下状態の出現頻度とその要因の検討
Ｃ児は学習意欲が高く、教師の話や友達の発表を
興味をもって聞く時間が比較的長かった。しかし、
全般的に対象児童３名の行動には、同様の傾向がみ
られたため、その平均値を図１に示した。縦軸・横
軸の数値は先のカテゴリーに基づき、チェックが
入った回数を示している。データとビデオによる行
動観察を交えて、以下の２点を指摘した。
ア．聞く活動の困難さ
具体的な指示の有用性が指摘されるが、具体的指
表１　意欲向上と低下に関する学習活動カテゴリー
カテゴリー 定　義
意欲の向上
○挙手をする。
○適切な対象（教師・友達・黒板等）を見
ている。
○問題、課題を解いている。
○ノートテイクしている。
○不明な点を確認・質問する。
意欲の低下
○立ち歩く。
○机に伏せてしまう。
○手遊びをしている。
○指示と違う行動をする、もしくは、そ
れに従わない。
○授業課題とは違う他児童への話しかけや
手出し。
○奇声
○不適切な対象（授業課題とは違う対象）
を見ている。
○課題に取り組まない、プリントを破る。
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示、教師の話、友達の発表等で意欲低下が顕著であ
る。話す対象が教師であっても、友達であっても
“聞く活動”は、意欲低下を招く大きな要因となる
ことが示された。その背景には、話し言葉の固有の
問題が示唆される。話し言葉は、目で見て確認でき
ないため、消えてなくなる。関連して、視覚情報の
ように情報の全体像が不明確であり、聞く活動の終
点が確認できない。そのため、注意集中困難のある
児童は苦戦を強いられることになる。加えて、聴覚
的な短期記憶の苦手な児童は聞き逃す可能性は高ま
ることになる。さらに、話が長くなれば、その中身
を関連づけながら理解することに困難を有すること
も考えられる。これらの難点が、特に１年生の場合
は顕著になることが考えられる。今後は話の長さと
の関係性等を精査する必要があろう。
イ．机間指導と個別的な学習時間
次節で指摘するように、机間指導は意欲向上要因
ともなるが、課題のやり方や終点が不明確な作業課
題中の机間指導は意欲低下要因となることが示され
た。また、同様に、課題の内容及び量が明確でない
個で学ぶ時間（ノート・プリント学習、作業課題）
等も同様の傾向が示された。特に、Ａ児とＢ児は学
習内容の理解に困難を有することが多いため、課題
が不明確でしかも教師が側にいない場合は、意欲低
下状態が顕著であった。一方、Ｃ児は手早く課題を
やり遂げ、次の課題が示されないと遊んでしまう傾
向が示された。
このように、その要因は全く逆でも、意欲低下状
態が示されることが明らかになった。
（2）意欲向上状態の出現頻度とその要因の検討
図２にあるデータとビデオによる行動観察を交え
て、以下の２点を指摘した。
ア．視覚化の有用性と複線的支援の可能性
先に触れたように、具体的指示、教師の話、友達
の発表等の“聞く活動”でも意欲向上が顕著に示さ
れている。これらが出現した場面をビデオで確認す
るといずれも話を聞くだけでなく、具体物を示した
り、板書で補ったり、視覚化を併用していることが
明らかにされた。視覚化により、見えない話し言葉
の全体像を提供する効果が示唆される。すなわち、
図１　意欲低下状態の出現場面とその頻度
図２　意欲向上状態の出現場面とその頻度
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聞くという聴覚ルートだけでなく、視覚ルートを同
時的に活用する複線的支援の有用性が示された。
イ．称賛の方法
先の図１のように、称賛は意欲低下要因ともなる。
図２では、意欲向上要因ともなっている。この違い
は称賛の仕方の違いによると思われる。ビデオ観察
によれば、意欲低下要因になった称賛は、児童が何
をほめられたか理解できていない、特定の児童への
称賛が多い、称賛の内容がほぼ同じ、学習態度への
称賛に偏る、心がこもっていないようなうわべだけ
の称賛等であった。一方、意欲向上状態になった称
賛は、学習目標に即している、できるようになった
事実に対応している、その児童がほめてほしいと
思っていた内容等であった。称賛の対象となった児
童だけでなく、周りの児童の意欲をも高める称賛と
は、学習目標に即していたり、できた事実に対応し
たり、どの児童にも“何をほめられたのか”が明確
である必要が示唆された。
ウ．机間指導
先に、課題のやり方や終点が不明確な作業課題中
の机間指導は意欲低下要因となることを指摘した。
逆に、明確な課題に取り組む間の机間指導は大変有
効であることが示された。
（3）総合的な検討
先行研究では、視覚化、具体的な指示、机間指
導、話す時間を短くする等の重要性が指摘７）９）され
てきた。ビデオ分析を基にした今回の検討からは─
学年段階で差異が生ずるか否かは並行して実施して
いる高学年の分析を踏まえる必要があるが─１年次
ということを踏まえると、○聞く活動だけの活動に
しない複線的支援、○聞く活動の全体像や終点を明
確にする、○課題のやり方や量を明確にする、○称
賛の仕方を工夫する等の重要性が示唆された。
Ⅲ　研究（2）
１．目的
研究（1）で指摘された授業改善のための具体的
な手立て、すなわち、配慮を要する児童には「ない
と困る支援」であり、どの児童にも「あると便利
で・役に立つ支援」を増やす授業ユニバーサルデザ
インを実践し、その妥当性と有用性を検証する。
２．方法
（1）対象
①対象学年、対象児童は研究（1）と同様である。
②対象授業
ア．対象授業─算数　単元「ひきざん」（平成25年
11月６日～ 11月27日全10単位　一単位時間45分
10回記録　総計450分）
イ．授業者─前半が筆者らの一人である柳橋（教員
経験20年目）、後半が担任。
（2）授業改善の手続き
研究（1）で抽出された意欲向上要因と意欲低下
要因を踏まえ、先行研究及び筆者らの経験と知見を
加味して、ユニバーサルデザインを想定した以下の
６点の具体的手立てを講じ、授業展開を行う。
①指示・説明の工夫（支援の複線化）─視覚化のな
い聞く活動が意欲低下要因になっていたことを踏
まえ、○ルールは必ず書き言葉でも明示する、○
指示・説明の要点を板書する、○教科書のページ
を板書することとする。
②学習活動のユニット化─１年次という児童の学習
への集中時間そのものも考慮し、45分授業を大き
く３分割し、前半15分で児童の関心を高めるゲー
ムや手遊びを導入し、前時の復習も行い“できる
感”を高める。中15分で本時のねらいに即した学
習に集中的に取り組む、後半15分で個別的な定着
学習を実施する。また、“お楽しみタイム（10の
合成神経衰弱、レベルアッププリント等）”を用
意し、それを楽しみに参加できるようにする。
③学習時差への対応─学習速度が速い児童への対応
を含め『マイノート』を用意（これまでのプリン
トや新たな課題が綴じ込まれている）し、速く課
題を終えた児童に対応する。また、プリント学習
に際しても、追加プリントを教室後方に置くこと
で速い児童が次々と取り組めるようにする。すな
わち、学習課題の明確化を図る。
④視覚化─黒板の使い方を一定にする。また、配付
プリントと同じ課題を拡大コピーして示すことで
手元の配付プリントに書きやすい手立てを講じ
る。合わせて、指示・説明を明確にする。さら
に、本時の流れを毎時間板書することで見通しを
もちやすくする。
⑤動作化─意図的に“動ける時間”を用意する。導
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入では、手遊びで手を動かす。具体的には、②③
でも触れたように、“動いて取りに行く時間”に
したり、隣の友達と立って10の合成やフラッシュ
カード、手遊びゲーム等したりする。
⑥称賛の工夫とその機会を増やす─学習目標に即し
て、できたことを対象する等の称賛の意図を明確
にする。また、対象児童が学習への取組のよい状
態を称賛するだけでなく、その児童に頑張ってほ
しい行動をしている周りの児童も意図的にほめる。
（3）観察・分析方法
①観察・記録方法及びカテゴリ─は研究（1）と同
様である。
②「アセス」の実施─授業実施後に再び、「アセス」
を実施し（平成25年11月28日）し、ビデオ分析の
情報と合わせて、総合的な評価を行う。
③授業参観者（担任）による妥当性調査─授業参観
者へのインタビューによる。
３．結果と考察
（1）授業改善後の意欲の変化
授業改善後は、図３の意欲低下状態、図４の意欲
向上状態のいずれもでも明らかなように、意欲の高
まりが顕著に示されている。また、図５に示したよ
うに、意欲低下状態は大幅に減少し、意欲向上状態
が２倍以上高まったことが示されている。
（3）ユニバーサルデザインの視点の妥当性・有用性
の検討
①ビデオ分析の総括的な評価
先の結果から確認できることは、筆者らがユニ
バーサルデザインの視点として講じた手立ては対象
児童３名の学習参加度を確実に高めたと言えよう。
今回の検証は、あくまでも、客観的に観察可能な行
動上の量的な評価であり、学習目標に即した質的な
評価は含まれない。しかし、学習に参加しなければ
内容理解がなされないことを踏まえれば、参加度が
図３　意欲低下状態の出現場面とその頻度
図４　意欲向上状態の出現場面とその頻度
図５　意欲の変化
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高まったことにより、３名の学習内容理解も高まっ
ていることが示唆される。
②「アセス」による自己評価
イ．対象児童の自己評価
図６、図７で示されたように、Ａ児、Ｂ児とも
に「学習適応感」での変容は大きな変化は見られな
かった。しかし、個別課題を明確にした机間指導を
重視することにより、課題が分かりやすくなったこ
とと、教師が来てくれる「教師のサポート」を実感
し、結果的に、先に触れたような、行動上の大き
な改善が見られたと考えることができる。それは、
「生活満足感」の高まりにも反映されていることが
示唆される。
一方、図８のように学習を得意と感じているＣ児
についても、「学習適応感」に変化は見られなかっ
た。しかし、その他の５項目では大きな改善が見ら
れた。Ｃ児はできるがゆえに、“教師に見てもらっ
ている感”が弱い児童であった。学習時差に対応し
たり、適切な課題を用意したりすることで、「教師
サポート」をはじめ、“教師に見てもらっている感”
図７　B児（学習に対しての困難さが見られる）の変容
図６　A児〈広汎性発達障害〉の変容
図８　Ｃ児（学習への取組が良い）の変容
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が顕著に高まったと考えられる。授業改善は学級生
活全体の満足度を高める大きな要因であることが示
唆された。
ウ．児童（学級全体）の自己評価
図９で明らかなように、「アセス」の結果からは、
全ての項目に関して、その評価に顕著な高まりが示
されている。対象児童では示されなかった「学習適
応感」も大きな高まりが見られる。対象児童に「な
いと困る支援」を増やした結果が他のどの児童に
とっても「あると便利で・役に立つ支援」になって
いたことが示されたと言えよう。
なお、本研究では授業そのものしか対象にしてな
い。しかも、算数の授業のみである。すなわち、学
級経営そのものには関与していないにも関わらず、
「学習適応感」以外の項目でも高まっている。
これは、二学期に入り、学級経営の質的向上が見
られたという要因も否定できない。しかし、特に、
１年次の場合は、授業時間＝勉強での手応えがその
まま学校生活への満足度に直結しやすいことも示唆
される。
③授業参観者（担任）による妥当性調査（インタ
ビュー）
表２のように授業参観者による参加観察の評価か
らも、今回のユニバーサルデザインの視点に基づく
授業改善の有用性が示されたと言えよう。特に、注
目すべき指摘は、「算数」の授業であっても、児童
はその中で様々なルールやスキルを身につけ、日常
生活に般化させている点や教師の適切な称賛が増え
ると児童の学級生活の中での友達関係や話し言葉に
も変容が見られる点を担任である参観者が評価した
ことにある。これは－特に、１年次という可能性も
含むが－“授業”は学校生活全般、すなわち、教師
による学級経営と独立してあるのではなく、表裏一
体をなすものであり、授業改善はよりよい学校生活
に結び付くことが示されたと言えよう。
図９　学級全体の変容
表２　授業参観者による評価
○プリントと同じ拡大コピーを用意するだけで、児童
の活動がスムーズになれた。また、説明の言葉が
減った。
○机間指導中、個別指導中用のプリントを設定しただ
けで、遊ぶ児童が少なくなった。「解ける問題」と
いうプリントが良い。少しチャレンジすればできる
問題も、意欲を低下せずに行えた。
○プリントを、後ろのロッカーにとりに行く形にして
も、遊ばず集中してやっていたことに驚いた。
○ゲームをしながら、ルールや学習スキルも身に着け
ることができていた。また、友達との関わりや頑
張っている姿も認め合える場面があり、少しずつ言
葉かけが変わった。
○授業中に褒める時間が多くなった方が、児童の人間
関係の言葉も変わった気がする。
○個の特徴や様子を見ながら、それぞれに関わる時間
を決めていて、見とりが大切だと思った。
△時間配分が１年生では難しく感じた。
△A児のように、一人では課題に取り組めない児童が
いると、その児童に関わっているばかりではいけな
いし、だからといって、全体を見ると、A児の活動
が短くなってしまう気がして、自分がやるときには
悩んでしまいそう。
△教材の準備や仕方を具体的に教えてもらいたい。た
だ教えてもらっても、自分ができるか不安。
△積み重ねが大切だと思った。今回のくり下がりの引
き算は、その前の学びの土台が大切で、前段階がで
きないとさらに難しくなると感じ、意欲を低下させ
ないことが大切だったのだと反省した。
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Ⅳ　総合的な考察
（1）ユニバーサルデザインを想定した視点の総括的
な検討
本研究では、１．指示・説明の工夫（支援の複線
化）、２．学習活動のユニット化、３．学習時差への
対応、４．視覚化、５．動作化、６．称賛の工夫と
その機会を増やすという６点をユニバーサルデザイ
ンの視点に基づく授業改善の要点として指摘し、授
業実践した。
ビデオによる分析からも、児童による自己評価結
果からも、また、授業参観者による妥当性調査から
も、本研究で講じた対象児童にとっての「ないと困
る支援」は、成績のよい児童も含めたどの児童に
とっても「あると便利で・役に立つ支援」であるこ
とが実証的に示された。
本研究はあくまでも児童の行動上の量的な変容を
対象にしたものであり、学習効果という質的変容ま
では示せなかった。しかし、学習参加度の向上や児
童の自己評価の高まりは、学習効果にも反映してい
ることが示唆されよう。今後は、学習効果の測定も
含めた追究を行いたい。さらに、授業改善は授業そ
のものへの児童の参加度を高めるだけでなく、授業
を通して対人関係や様々なスキルを学び、学級生活
全般への満足度を高めることが示唆されたことは大
きな研究成果であった。
（2）教師にとってのユニバーサルデザイン
①専門性向上への示唆
本研究では、研究（1）と研究（2）の前後半で授
業者の変更があった。そのため、授業者の経験年数
や人柄等の授業そのものを左右する変数があり、単
純な比較ができない。しかし、結果的に得られた示
唆もある。研究（2）の後半は、研究（1）の担任が
授業を担当した。担任は、研究（2）前半は、筆者
の一人である柳橋の授業を参観し、後半は授業準
備・検討を柳橋と共有しながら授業展開した。結果
として、研究（2）後半でも大きく数値が落ち込む
ことはなかった。
経験者が授業改善の要点とその実際的な展開を経
験年数の浅い教員に示しつつ、授業準備や反省を共
にするという方法は、専門性向上が求められる現
在、初任者指導の実践的なありようも含めた示唆と
言えよう。
②教員研修とユニバーサルデザイン
①の指摘でも示されたように、まずは、授業改善
の要点が示される必要がある。その意味で、ユニバー
サルデザインは正に、若手やベテランも含めて、誰
もが実践できる方法論として役割を果たすであろう。
今回は正に実践を共にする形であったが、授業
参観者（担任）の評価でも指摘されていたように、
「自分が一人でできるだろうか」という率直な不安
も示されていた。その意味では、ユニバーサルデザ
イン活用パンフレットのようなマニュアルも求めら
れている。今後、本研究を基にして、簡便なマニュ
アルを作成する予定である。
なお、本研究は、研究テーマ「通常学級で気にな
る児童を支える支援方法と校内体制づくり」の一貫
として行われた。今後、本研究及び並行して実施し
た諸研究の成果の総合的な考察と提言を試みる予定
である。その研究成果は「平成25年度 埼玉県長期
研修生 研究報告書－特別支援教育－」（埼玉県教育
委員会）及びその補足資料に掲載を予定している。
合わせて、ご覧頂きたい。
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